
は し が き

本報告書は，高齢者及び精神障害のある者による犯罪の実態と，罪を犯した高齢者及び精神

障害のある者に対する処遇の現状並びに課題を明らかにし，これらの者に対する処遇及び社会

復帰支援策の在り方を検討するための基礎資料を提供することを目的として刊行するものであ

る。

我が国の人口の高齢化は，諸外国と比較しても例をみない速度で進行し，20年間のスパンで

見ると，刑事司法の各段階においても，犯罪者の高齢化が総人口に占める高齢者の割合の上昇

率を上回って進行している。また，高齢者と同様にその処遇等に配慮が必要な精神障害のある

犯罪者についても，従前，その実態が必ずしも明らかとはされてこなかった。

こうした状況の下，平成24年７月に犯罪対策閣僚会議が策定した「再犯防止に向けた総合対

策」では，再犯防止のための重点施策の一つとして，「高齢者又は障害者に対する指導及び支

援」が掲げられ，特別調整を始めとした医療・福祉等との連携の下，これらの者による再犯の

防止を図ることが，刑事政策上の重要な課題となっている。また，28年７月，犯罪対策閣僚会

議において決定された「薬物依存者・高齢犯罪者等の再犯防止緊急対策」は，適切な支援を受

けられないまま罪を犯して再び刑務所に戻る高齢受刑者や障害のある受刑者が依然後を絶たな

いことから，その立直りを支えるネットワークを構築し，福祉サービスや医療等の支援を必要

とする者が刑事司法のあらゆる段階を通じ，適切な時期に支援を受けられるようにする取組等

を進めることとしている。さらに，同年12月には，犯罪をした者等の円滑な社会復帰を促進す

ること等による再犯の防止等が犯罪対策において重要であることに鑑み，再犯の防止等に関す

る施策を総合的かつ計画的に推進することなどを目的として，再犯の防止等の推進に関する法

律が制定されたところ，同法にも，犯罪をした者等の社会復帰支援の重要性が明記され，国及

び地方公共団体には，これを実現するための施策を策定・実施する責務があることが規定され

ている。

そこで，本研究では，今後の取組に資するため，高齢者及び精神障害のある者による犯罪に

ついて，近年の動向を多角的に分析し，その傾向や特徴を探るとともに，検察・矯正・更生保

護における処遇と社会復帰支援に向けた取組の状況を概観し，さらには，刑事施設から出所し

た高齢者及び精神障害のある者に対する特別調査を実施して，その特性，傾向，再犯状況を把

握するとともに，特別調整が相当と認められた者の特徴を概観した。



高齢犯罪者及び精神障害のある犯罪者の更生を図るためには，関係する諸機関，民間団体，

地域社会等が連携して実効性のある支援を実現する必要があるところ，本報告書が，今後の取

組の実施や施策の検討のための基礎資料になれば幸いである。

最後に，本研究の実施に際して，多大な御理解と御協力をいただいた関係諸機関の各位に心

より謝意を表す次第である。

平成29年３月

法務総合研究所長 佐 久 間 達 哉



要 旨 紹 介

本報告は，高齢者及び精神障害のある者による犯罪の実態について，高齢又は精神障害を有

する出所受刑者に対して特別調査を実施するなどして，その結果を分析するとともに，これら

の者に対する検察・矯正・更生保護における各種施策・取組の状況を取りまとめ，その課題等

を考察したものである。以下では，利用の参考のため，その要旨を紹介する。

１ 研究の目的及び方法

刑事司法手続における警察，検察，矯正及び更生保護の各段階における高齢者及び精神障害

のある者の人員が最近20年間で大幅に増加しているところ，刑務所出所者等のうち，出所後の

自立した生活が困難であるために，再犯に及ぶ者が相当数いることについて関心が高まり，平

成24年７月に犯罪対策閣僚会議で決定された「再犯防止に向けた総合対策」等に基づく社会復

帰のための施策・取組が，近年，進展・拡大している。このような状況の下，高齢者及び精神

障害のある者による昨今の犯罪動向や実態に加え，これらの者に対する社会復帰支援策の実情

を調査研究する必要があるとして，本研究に取り組んだ次第である。

本研究においては，まず，高齢者及び精神障害のある者の検挙人員，起訴人員，入所受刑者

人員，保護観察開始人員等について，最近20年間（保護観察は最近10年間）における動向を概

観し，その傾向やこれらの者の特徴を分析した。

次に，高齢者及び精神障害のある者について，検察，矯正及び更生保護で実施している社会

復帰支援等の施策・取組の内容を整理し，適宜，事例を紹介して，その実情の一端を明らかに

した。

また，かねてから高齢犯罪者及び障害を有する犯罪者等支援を必要とする受刑者に対し，「拘

禁に代わる措置」の制度を活用し，積極的に社会内処遇を実施する取組を行ってきたイタリア

の制度・取組について調査し，我が国における高齢犯罪者及び障害を有する犯罪者に対する社

会復帰支援の在り方を検討する上で参考とすることとした。

さらに，刑事施設における高齢者及び精神障害を有する者の属性・実態を把握するために

行った特別調査の結果を分析した。この特別調査は，①平成26年２月１日から同年３月14日ま

での間に刑事施設から出所した高齢受刑者及び精神障害を有する受刑者（入所時に精神障害を

有すると診断された者をいう。）の基本的属性，犯罪に関する事項，矯正処遇の内容，受刑中に
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実施した社会復帰支援策，出所時の状況等について，刑事施設の職員により，被収容者身分帳

簿等を用いて，調査票にデータを入力する方法で調べるとともに，②これらの高齢受刑者及び

精神障害を有する受刑者について，調査時点から27年５月末日までの間における再犯による刑

事施設への再入所の有無及び再犯の内容等について，刑事確定記録等を用いて，調査票にデー

タを入力する方法で調査した。こうした方法によって，一定期間に出所した受刑者について，

高齢者及び精神障害を有する者に対する特別調整を始めとした社会復帰支援策の実施状況，再

犯状況・傾向等を明らかにすることを目指した。

２ 研究結果の概要

（１） 高齢犯罪者・精神障害のある犯罪者の動向

ア 高齢犯罪者

刑事司法手続の各段階における高齢者の人員は，社会における高齢者人口の増加をはるかに

超える勢いで増加し，特に女性と70歳以上の者の増加が顕著である。刑事司法手続の各段階に

おける高齢者の人員について，最近20年間の動向を見ると，刑法犯検挙人員は約3.8倍，刑法犯

の検察庁既済事件人員は約6.1倍，同起訴人員は約6.9倍，入所受刑者人員は約4.5倍にそれぞれ

増加し，女性と70歳以上の高齢者の人員は，各段階において，高齢者全体の増加幅を上回って

いる。

高齢入所受刑者のうち，再入者の人員は，最近20年間で，男性では約3.6倍，女性では約6.5

倍に増加し，入所受刑者中の再入者率は，男性は，65歳未満の者よりも一貫して高い水準で推

移し，平成27年は73.0％となり，女性は，近年50％前後で推移し，27年は48.6％であった。ま

た，高齢者の５年以内再入率は，23年の出所受刑者では37.7％と，65歳未満の者（38.9％）よ

りもわずかに低いが，出所年から４年以内までは高齢者の方が再入率が高い。高齢者の２年以

内再入率は，17年から26年の出所受刑者で見ると，５年以内再入率より低下幅が大きいものの，

65歳未満の者より依然として高く，26年の出所受刑者では20.4％であった。

イ 精神障害のある犯罪者

精神障害者等による刑法犯検挙人員は，最近20年間で約２倍に増加している。刑法犯検挙人

員に占める精神障害者等の人員の比率も上昇しており，平成27年は1.7％であった。また，27年

の入所受刑者人員のうち，精神障害を有する者の人員は，最近20年間で約2.5倍に増加し，精神

障害の種別では，特に神経症性障害が約８倍と大きく増加している。27年の入所受刑者中に占

める精神障害を有する者の比率は13.1％に上昇している。精神障害を有する入所受刑者のう
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ち，女性の人員は最近20年間で約６倍に急増し，精神障害の種別では，神経症性障害が約28.8

倍と増加が顕著である。27年の女性の入所受刑者に占める精神障害を有する者の比率は２割を

超えている。さらに，仮釈放者及び保護観察付執行猶予者共に，知的障害以外の精神障害を有

する者の人員の増加が顕著であり，27年は10年に比べて，仮釈放者の総数では約6.8倍，女性で

は約15.3倍に，保護観察付執行猶予者の総数では約4.5倍，女性では約6.3倍に増加している。

知的障害以外の精神障害を有する者の比率は，仮釈放者では27年に10.7％に，保護観察付執行

猶予者では18.7％に上昇している。特に，女性については，それぞれ30.0％，39.2％にまで上

昇している。

（２） 本研究における分析結果

ア 高齢犯罪者の動向の特徴

本研究における分析の結果，高齢者については，刑法犯検挙人員が，近年，おおむね高止ま

りの状況にあるが，検察庁既済事件人員及び起訴人員が大幅に増加していること，高齢入所受

刑者人員も緩やかながら増加傾向にあることが明らかになった。また，高齢者の起訴人員のう

ちの有前科者が急増していること，刑事施設の高齢再入者の人員が高止まりで再入者率が約７

割の状況にあることなどから，高齢再犯者の問題が顕在化しているといえる。これらに加え，

高齢者全体の人口が平成54年まで増加していくと予想されることも踏まえると，今後も刑事司

法の各段階における高齢者の人員は，増加していくことが見込まれる上，高齢者の人員は，70

歳以上の高齢層に大きくシフトしつつあることにも注意を要する。

イ 女性高齢者の増加

女性高齢者については，刑法犯の検挙人員及び起訴人員，入所受刑者人員，保護観察付執行

猶予者等の増加が，過去20年間（保護観察付執行猶予者は平成10年以降）で，女性高齢者人口

の増加を上回っており，特に70歳以上の高齢者が大幅に増加するなど高齢化が著しい。また，

女性高齢者の再入者率が近年50％前後で推移し，65歳未満の女性の再入者率も上昇傾向にある

こと，女性高齢者は仮釈放者の５年以内再入率が65歳未満の女性と比べて高いことから，今後，

女性高齢者については，70歳以上の者の増加と，再入率の動向に注意を要する。

ウ 精神障害のある犯罪者の増加

精神障害のある者については，刑法犯検挙人員が最近20年間で倍増しており，また，入所受

刑者，保護観察付執行猶予者では，精神障害を有する者の割合が高い。精神障害を有する入所

受刑者等の増加は，知的障害以外の精神障害を有する者の増加によるものであり，特に神経症
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性障害を有する者の増加が顕著であるほか，女性が急激に増加している。再入者率について

も，知的障害を有する者，知的障害以外の精神障害を有する者のいずれもが精神障害のない者

よりも高いこと，再入者の前刑出所後の再犯期間が６月未満の者の割合も精神障害がない者に

比べて高いことも特徴として指摘できるが，本研究では，その増加等の背景や要因までは明ら

かにすることはできず，今後，精神障害のより詳細な情報を把握して，精神医療の専門家の援

助を得つつ，対象者が有する障害の特性に応じた指導・支援の在り方を検討する必要があると

思われる。

エ 特別調整等の刑事司法における社会復帰支援の実施状況

特別調査の結果によれば，特別調整対象者は，これまで何度も繰り返し刑事施設を入出所し

てきた者が多くを占め，住居，仕事，更生を支える家族等，自立を可能にする生活基盤や生活

環境が極めて脆弱である。そして，特別調整対象者は，特別調整辞退者，そのいずれでもない

者に比べて，調査期間再入者の人員が少ないことが判明し，調査対象者数が少なく，成行き調

査の期間が短いこと，特別調整対象者が自ら支援を希望した者であることなどを考慮しても，

特別調整が有効に機能しているといえる。

（３） 今後の課題と展望

刑事司法の各段階において，更なる高齢化が見込まれるところ，対象者の福祉的支援や医療

上・処遇上の配慮に係るニーズを的確に把握し，早い時期から社会復帰に必要な支援を開始す

る必要性は増していくと思われる。

他方で，支援が必要であるにもかかわらず，対象者本人が福祉サービスについて正しく理解

していないこと等により，支援を拒むケースが少なくないこと，支援の対象人員の増加に伴う

実施体制の整備や福祉関係機関等との理解や協力が必要であることなど課題も認められた。

今後は，検察庁，矯正施設，保護観察所等が，福祉関係機関等との良好なネットワークの下

で情報共有を進め，支援を必要とする対象者の理解を得て，切れ目のない効果的な支援を実施

していく必要があり，そのためには，事例を積み重ねて，それぞれの機関の関係者間において，

高齢者や障害者の個別の問題性に適した処遇・支援を行うという意識を定着させていくことが

肝要である。

研究部長 石 井 隆
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凡 例

【罪名・用語・略称】

第１ 罪名等の定義

罪名等の定義は，特に断らない限り，次のとおりとするほか，各統計資料の区分による。

１ 刑法犯

「刑法犯」は，刑法（明治40年法律第45号），後記（３）の危険運転致死傷及び次の特別

法の罪をいう。［注１］（ア）㋐及び㋑参照

①爆発物取締罰則（明治17年太政官布告第32号）②決闘罪に関する件（明治22年法律第

34号）③印紙犯罪処罰法（明治42年法律第39号）④暴力行為等処罰に関する法律（大正

15年法律第60号）⑤盗犯等の防止及び処分に関する法律（昭和５年法律第９号）⑥航空

機の強取等の処罰に関する法律（昭和45年法律第68号）⑦人の健康に係る公害犯罪の処

罰に関する法律（昭和45年法律第142号）⑧航空の危険を生じさせる行為等の処罰に関

する法律（昭和49年法律第87号）⑨人質による強要行為等の処罰に関する法律（昭和53

年法律第48号）⑩組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律（平成11年法

律第136号）

（１） 刑法犯の基本罪名には，次の罪を含む。［注１］（ア）㋒〜㋕及び（ウ）参照

①未遂 ②予備 ③教唆及び幇助 ④強盗致死傷等の結果的加重犯 ⑤業務，目的，身分

等による刑法上の加重軽減類型 ⑥盗犯等の防止及び処分に関する法律による加重類

型

（２） 次に掲げる刑法犯の罪名には，括弧内の罪名を含む。［注１］（ア）㋒及び㋓参照

①殺人（自殺関与・同意殺人）②強盗（強盗殺人・強盗強姦）③強盗致死（強盗殺人）

④傷害（現場助勢）⑤脅迫（強要）⑥窃盗（不動産侵奪）⑦公務執行妨害（封印等破

棄等）⑧偽造（文書等の各偽造・公正証書原本不実記載等及び同行使）⑨職権濫用

（特別公務員暴行陵虐）

（３）「危険運転致死傷」は，自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法

律（平成25年法律第86号）２条，３条，６条１項及び２項に規定する罪並びに平成25

年法律第86号による改正前の刑法208条の２に規定する罪をいう。
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２ 過失運転致死傷等

「過失運転致死傷等」は，自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律

４条，５条，６条３項及び４項に規定する罪並びに自動車運転過失致死傷（平成25年法律

第86号による改正前の刑法211条２項に規定する罪をいう。以下同じ。），業務上過失致死

傷及び重過失致死傷をいう。［注１］（ア）㋖及び（イ）並びに［注２］（イ）及び（ウ）参照

３ 特別法犯

「特別法犯」は，前記１の刑法犯及び自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に

関する法律違反以外の罪をいい，条例違反を含む。［注１］（ア）㋐参照

［注１］各統計資料による場合の特則

（ア） 警察庁の統計による場合

㋐ 「刑法犯」は，刑法，危険運転致死傷（道路上の交通事故に係るもの以外の平成25年

法律第86号による改正前の刑法208条の２に規定する罪に限る。）及び次の特別法の罪

をいう。

①爆発物取締罰則 ②決闘罪に関する件 ③暴力行為等処罰に関する法律 ④盗犯等の

防止及び処分に関する法律 ⑤航空機の強取等の処罰に関する法律 ⑥航空の危険を生

じさせる行為等の処罰に関する法律 ⑦人質による強要行為等の処罰に関する法律 ⑧

組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律 ⑨火炎びんの使用等の処罰

に関する法律（昭和47年法律第17号）⑩流通食品への毒物の混入等の防止等に関する

特別措置法（昭和62年法律第103号）⑪サリン等による人身被害の防止に関する法律

（平成７年法律第78号）⑫公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に関す

る法律（平成12年法律第130号）⑬公衆等脅迫目的の犯罪行為のための資金等の提供

等の処罰に関する法律（平成14年法律第67号）

印紙犯罪処罰法及び人の健康に係る公害犯罪の処罰に関する法律の各違反は，「刑法

犯」に含まれず，「特別法犯」に含まれる。

㋑ 第２章第１節１項における「刑法犯」は，平成14年から26年は，前記１（３）の危

険運転致死傷を含む。

㋒ 「暴行」，「脅迫」及び「器物損壊」は，暴力行為等処罰に関する法律１条及び１条の

３に規定する加重類型を，「傷害」は，同法１条の２及び１条の３に規定する加重類型

を，それぞれ含む。
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㋓ 「窃盗」は，不動産侵奪を含まない。

㋔ 「器物損壊」は，信書隠匿を含む。

㋕ 「暴力行為等処罰に関する法律違反」は，同法２条及び３条に規定する罪をいう。

㋖ 「過失運転致死傷等」は，自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する

法律４条，５条，６条３項及び４項に規定する罪並びに道路上の交通事故に係る自動

車運転過失致死傷，過失致死傷，業務上過失致死傷及び重過失致死傷をいう。

（イ） 検察統計年報による場合

「過失運転致死傷等」は，自動車又は原動機付自転車による交通犯罪以外の業務上過

失致死傷及び重過失致死傷を除く。

（ウ） 矯正統計年報及び保護統計年報による場合

「暴行」は，凶器準備集合を含む。

第２ 用語の定義

本白書における用語の定義は，特に断らない限り，次のとおりとする。

１ 警察等

「検挙人員」警察等が検挙した事件の被疑者の数をいう。

２ 検察

（１）「起訴率」
起訴人員

起訴人員＋不起訴人員
×100の計算式で得た百分比をいう。

（２）「起訴猶予率」
起訴猶予人員

起訴人員＋起訴猶予人員
×100の計算式で得た百分比をいう。

               

３ 矯正・更生保護

（１）「入所受刑者」裁判が確定し，その執行を受けるため，各年中に新たに入所するなど

した受刑者をいい，矯正統計年報における「新受刑者」に相当する。

（２）「初入者」受刑のため刑事施設に入所するのが初めての者をいう。

（３）「再入者」受刑のため刑事施設に入所するのが２度以上の者をいう。
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（４）「仮釈放率」
仮釈放者

満期釈放者＋仮釈放者
×100の計算式で得た百分比をいう。

（５）「精神障害を有する者」刑事施設において入所時に精神障害（知的障害，人格障害，

神経症性障害又はその他の精神障害（精神作用物質使用による精神及び行動の障害，

統合失調症，気分障害等を含む。）をいう。）を有すると診断された者又は保護観察開

始時に精神障害（知的障害，人格障害，神経症性障害又はその他の精神障害をいう。）

を有することが明らかな者をいう。

（６）「知的障害を有する者」刑事施設において入所時に知的障害を有すると診断された

者又は保護観察開始時に知的障害を有することが明らかな者をいう。

（７）「知的障害以外の精神障害を有する者」刑事施設において入所時に知的障害以外の

精神障害（人格障害，神経症性障害及びその他の精神障害をいう。）を有すると診断さ

れた者又は保護観察開始時に知的障害以外の精神障害を有することが明らかな者をい

う。

（８）「精神障害のない者」刑事施設において入所時に精神障害を有すると診断された者

以外の者（精神診断の結果が不詳の者及び精神診断を受けられなかった者を除く。）又

は保護観察開始時に知的障害，人格障害，神経症性障害又はその他の精神障害を有す

ることが明らかな者以外の者（精神状況が不詳の者を除く。）をいう。

               

４ その他

（１）「構成比」・「比率」・「割合」の表示には百分比を用いている。

（２）「pt」「ポイント」の略記。ポイントとは，比率の差をいう。

（３）「人口比」特定のグループに属する者の人口10万人当たりの人員をいう。なお，人口

比の算出には，平成27年国勢調査の抽出速報集計（平成28年６月29日公表）を用いて

いる。

（４）「高齢」・「高齢者」65歳以上の者をいう。

（５）「前科」確定裁判により刑の言渡しを受けたことをいう。

（６）「処遇」警察等によって検挙された者が，その後，検察，裁判，矯正及び更生保護の

各段階で受ける取扱いをいう。

− viii−



第３ 略称

１ 本研究に関連する法令の略称

本研究に関連する法令の略称は，次のとおりとする。

［略称］ ［法令名］

心神喪失者等医療観察法……心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及

び観察等に関する法律（平成15年法律第110号）

精神保健福祉法………………精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法

律第123号）

障害者総合支援法……………障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律（平成17年法律第123号）

なお，覚せい剤取締法違反及び道路交通法違反については，図表中では，表題・脚注

を除き，「違反」を省略する。

２ 国名の略称等

国名の略称は，各統計資料における略称のほか，外務省「国名表」を参考にした。

【資料源】

第１ 資料の種類

統計，図表その他の計数資料は，特に法務省の大臣官房司法法制部，刑事局，矯正局，

保護局及び入国管理局の各局から提供を受けたもの並びに関係諸機関の調査等に基づくも

ののほか，以下の官庁統計によるものである。

警察庁の統計（警察庁刑事局）

検察統計年報（法務省大臣官房司法法制部）

矯正統計年報（法務省大臣官房司法法制部）

保護統計年報（法務省大臣官房司法法制部）

［注２］

（１） 警察庁の統計は，昭和38年までは「犯罪統計書」という名称であったが，39年以降

は「昭和（平成）○年の犯罪」と改題されているので，本報告では，これらを一括し

て「警察庁の統計」と呼ぶ。

（２） 総務省統計局の「国勢調査」及び「人口推計」を本報告では，一括して「総務省統
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計局の人口資料」と呼ぶ。

（３） 資料の編さん元を記載する場合は，全て，平成13年１月の中央省庁再編成後の省庁

名を使用した。

第２ 資料の範囲

統計資料は，原則として，平成28年７月末までに入手し得た範囲内で，平成27年分まで

を集録した。

【図表の表示方法】

第１ 図表番号

図及び表の番号は，原則として，各項ごとに更新し，章，節，項の数字の後に一連番号

を付して表示した（例えば，2-2-1-1図は，第２章第２節１項の第１図を示す。）。

第２ 数字等の表示

１ 表中の数字等は，次のように表示している。

（１）「−」 該当数が０のとき又は非該当のとき

（２）「０」 該当数が四捨五入して１にならないとき

（３）「0.0」 四捨五入して0.1にならない構成比

（４）「…」 資料のないとき又は母数が０のときの比率

２ 図中の数字は，次のように表示している。

（１）「０」 該当数が０のとき又は非該当のとき

（２）「0.0」 四捨五入して0.1にならない構成比

【計数処理方法】

構成比，比率等は，それぞれ四捨五入した。したがって，構成比の和が100.0にならない場合

がある。

また，各比率間の和や差を求めるときは，四捨五入する前に各数値の和や差を算出し，得ら

れた数値を四捨五入する方法によっている。そのため，各数値をそれぞれ四捨五入した上で，

これらの和や差を算出する方法によって得られる数値とは一致しないこともある。
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例 12.76と7.53の差を求めるとき

「12.76−7.53」で得られた「5.23」を四捨五入して「5.2」とする方法によっており，

「12.8−7.5」で得られる「5.3」とは一致しない。
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高齢者及び精神障害のある者の

犯罪と処遇に関する研究

総括研究官 田 中 秀 樹
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千葉少年鑑別所専門官（前 研 究 官） 井 上 陽 子
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